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　平成3年10月1日に言語センターが文部省令により学内教育研究施設として正式に発足し，講
義棟正面玄関に小樽在住の書家宇野静山氏の揮毫になる看板を掲げ，ささやかなパーティーを開
いて開設を祝ってから，一年半が過ぎた。やっとと言おうか，もうと言おうか，ともかく慌ただ
しい毎日であった。
　言語センターは外国語系教官を中心につくられたが，ただ単に一般教育等から分離独立したの
∫はなく，言語の実用的な機能の多面的教育と言語の母体でもある社会，歴史，文化に対する深
い理解とが相伴ってはじめて，調和のとれた真の外国語教育が成り立つという共通の認識に基づ
いて設立された。このような新たな教育理念を実現するために，研究組織が整備され，つぎの3
部門がもうけられた。言語理論及び言語文化に関する研究を行う英語，ドイツ語，フランス語，
スペイン語，ロシア語，中国語の6語学系からなる個別言語部門，実験音声学及び外国語教授法
の研究を行う応用言語部門，そして比較文化及び言語と歴史，社会に関する研究を行う比較言語
文化部門である。教育カリキュラムは3年間に各語学12単位を提供し，その中から2外国語20単
位を選択必修とすることに決められ，学生の必要に応じ柔軟かつ徹底した語学教育ができるよう
に改められた。留学生が次第に増え彼らの日本語教育が緊急の課題になってきので，醤語センター
内に自立語教育委員会を設けこれに対応することにした。
　また，従来の外国語実験実習室は学内の多様な視聴覚教育及び言語情報処理等のサービスに対
応できるように視聴覚教育施設に改組され，視聴覚教育施設委員して，言語センター長の他に君
羅久則，下村五三夫，栗田啓子，中村恵の4教官が選出された。言語センター新設にともなう新
規建物の造営は，残念ながら認められなかったが，講義棟4階中央階段から海賦部分が言語セン
ター関連施設として全面的に改築することが学内で決まり，現在，平成6年度の概算要求に向け
て新しい視聴覚教育施設を中心に利用方法を策定中である。
　個別言語部門ロシア語系教授松本忠司氏は平成4年3月末をもって定年退官し，名誉教授の称
号がおくられた。氏のロシア語・ロシア文学に関する教育上の質献はもとより，長きにわたって
附属図書館長として本学発展のために尽くされたご尽力に，あらためて感謝の意を表する。セン
ター新設にともなう若干の教官増分を含め，教宮補充は順調に進んだ。平成4年4月に大谷助教
授（中国語系），匹田剛講師（ロシア語系），尾形弘人講師（フランス語系）が着任した。北海学
園大学に転出した上野之江助手の後任として，同年6月に久保洋子氏が採用された。また，10月
には副島美由紀講師（ドイツ語系），Dia登e　Cammar滋a－Charleswor撫外国人教師（英語系），
Aleksandr　Borisovich　Spevakovsky助教授（ロシア語系）が着任して，事務補佐員の安部美希
さんを含め25人のスッタフ全員が揃った。すでにいる英語系外国人教師Michael　Carr氏を含め
米国人2名，中国人及びロシア人各1名を擁する国際色豊かなセンターである。
　教官の海外研修も活発に行われた。大塚譲助教授（ドイツ語系）がミュンヘン大学での1年半
の研修を終えて平成4年3月に帰国した。大島稔助教授（英語系）が8月3日から9月30日まで
米国アラスカ州でエスキモーの言語と文化に関する調査に参加した。高井牧助教授（応用言語部
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門）は8月10日から26日まで，英語教育法に関する共同研究の打ち合わせのため米国カリフォ
ルニア大学に出張した。津曲敏郎助教授（英語系）は8月！4日から9月3日まで，中華人民共和
国黒龍江省でヘジェ語の調査に参加した。江口修教授（フランス語系）は7月19日から8月28日
までモンペリエのユーロキャンパスでフランス語教育の調査を行った。永原和夫教授（英語系）
は国際交流に関する調査のため平成5年1月18日から29日まで米国，カナダの4大学を訪問し
た。
　言語センターがユニークな研究組織である理由の一つは，「異言語・異文化間コミュニケーショ
ン・ギャップの基礎的研究」を共通テーマにさまざまな活動を展開しているところにある。この
テーマに基づき，大農助教授を代表者とするグループは平成3年度の教育研究学内特別経費の配
分を受けて，コミュニケーシ灘ン理論に関する基本的文献の収集と理論的検討を行った。大塚助
教授を代表者とする外国語教育研究会では新カリキュラムの追跡調査を定期的に行っている。
　また，本学を卒業し現在中・高校の教職に就いている者たち約200人が年に一度大学に戻り，
日頃の研鑛の結果を発表し教育情報を交換し合う勉強会を昭和63年から開いているが，第5回教
職研究会は平成4年9月6日に開催された。午前中に佐藤貴史（札幌手稲高校）「民族移動小史」，
富樫功（千歳高校）「生徒から見た教師像」，土屋文明（小樽：商科大学）「教育統計について」の研
究発表があり，昼食をはさんで北海道工業大学教授棚橋啓一氏の「背後にある異文化の考察」と
題する講演を聞き，その後シンポジアム「教師の研修」に移り，鈴木徹（札幌旭丘高校）司会で
寺崎敏之（札幌啓北商業高校），金子義之（深川東商業高校），佐々木勝志（札幌篠路高校），樋口
隆士（國學院短期大学）が報告を行い，フロアーもまじえ活発な意見の交換があった。当日は卒
業生48名，教官並びに在校生20名の参加があり，研究会終了後例年通り〈とも居〉で懇親会を
開き，旧交を温めた。
　平成4年度小樽商科大学公開講座「日本から見た外国・外国から見た日本一ことばと文化一」
は，言語センターが中心になって企画し，平成4年10月6日から10月27日にかけて道新ホール
で実施された。これは言語センター共通の研究テーマである異言語・異文化間コミュニケーショ
ン・ギャップの問題を出来るだけわかりやくす解説し，』般市民の関心を高めることを目的に，
講師陣に外国人を加えた斬新な企画で，多くの市民が参加し熱心に講義を聞いてもらうことがで
きた。講師と題昌はつぎの通りである。大晶助教授「極北の海洋民アリュートのことぼと文化」，
大塚助教授「いきいきディスカッションードイツの教室から」，高井助教授ジアメリカ生活！4年
～異文化のはざまにて」，マイケル・カー℃nJapanese　Dlctlonaries”，木之内誠助教授（中国
語系）「鷺本人の中国旅行記から一夢想と現実との間」，無事助教授「私の眼から見た日本」，菊池
昭教授（英語系）憶味を越えた向こう側一話しことぼと書きことばのためのやさしい文体論」，
　　　　　フ　ラ　ン　ス江口教授「見栄張りのことぼと文化一沈黙は金か死か？」，ブリュノ・デュボア非常勤講師（フラ
ンス語）「日本15年」，津曲助教授「草原の文化とことば一モンゴル語の世界」。
　来年度の計画として，言語センターでは，外国人講師による1講座12回の英語とロシア語の集
中会話訓練を，夏と冬にそれぞれ1國ずつ実施する予定である。1993年は国際先住民年でもある
ので，秋にはそれに因んだ連続講演を計画している。また最近，日本語教師をめざす人が多くなっ
てきたので，そのための入門的な公開講座の準備も進めている。地：域社会への知的還元は大学に
課せられた義務でもあり，言語センターはこれからもいろいろな形で積極的に役割を果たしてい
かなければならないと思っている。
　言語センター会議では，日常的な議題の他に，学生の語学研修について熱心に検討された。語
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学研修を制度化するのは，たとえ短期のものであっても，学則上また財政上多くの困難が予測さ
れるので，現在単位互換が認められている短期語学研修の受け入れ先を英語圏以外にも拡大し，
学生の研修意欲を高めるために，短期語学研修奨学金をもうけるよう関係部局に要求することが
決められた。
　この一年半にわたる言語センターの活動の中で最も特筆すべきことは，なんといっても本誌
五伽g襯g6　S鰯嬬の創刊である。センター教官の熱意と編集委員の努力でなんとか発刊にこぎ着
けることが出来た。何分にも最初の試みなので，純粋な研究論文と報告や意見が混じり合ってい
たり，随筆の中にも論文と見なしてもよいものもある。いつれ内容にふさわしい体裁を整えてい
くであろう。本誌が研究成果を発表し情報や意見を交換する言語センターのフォーラムとして定
着し，発展することを願ってやまない。
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